
善の為の効果的な評価手法なども有意義な研

究分野となることに触れ、本論を終える。 
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��成果の�要�宮崎市民プラザにおける有効な広報手段を検討し、最も広報効果の高い館内

を中心に広報計画を実施することで、市民プラザの利用促進、自主事業の入場者増加へとつなげ

ていく。 

 

��宮崎市民プラザにおける広報の�� 

 宮崎市民プラザは、「集い、学び、交流」のコン

セプトに表されるように、通常の公共文化施設の

文化振興という役割に加え、コミュニティ活動の

活性化や促進といった従来の文化施設にない機能

を持っている。当館における広報とは、こうした

施設の行政目的を念頭に置く必要があり、単にモ

ノを売ることを目的とする一般的な広告とは、本

質的に異なるべきものである。それは、指定管理

者である当協会の方針にもあるように、自主事業

という活動を通して、公益を増進していくことが

最大の目的であり、単純な収益性のみを目的とし

たものではないからである。 

当館における広報は、簡単に言うのならば「一

枚でも多く売る」ことを目的とするのではなく、

「これまでより一枚だけ多く買ってもらう」こと

を目的とするべきである。  

 

言い換えるならば、多量の費用をかけ周知徹底

を行っていく「広告」ではなく、文化的な市民層

の開拓と育成を行いつつ、公益的な事業を知って

もらうことで更なる文化的な活動の参加につなげ

ていくという「広報」を行っていくべきなのであ

る。当館における広報とは、こうした理念の元に

計画を策定し、「チケットの売れる環境づくり」を

整備していくことにある。 

 

 

２�環境づくりと認知コスト 

 環境づくりを進めるにあたって、その広報対象

である人間の「認識」に着目すると、元来保守的

な傾向にあると言われている。それは、人間の脳

がチンパンジーの４倍の重さがあるのに対し、供

給される血液量はチンパンジーの２倍程度しかな

いという慢性的なエネルギー不足状態に起因した、

いわゆる省エネ傾向＝極力エネルギーを消費する

ようなものを避ける傾向にあるからだとも言われ

ている。事象を承認するために必要とされる脳内

エネルギーは一般的に「認知コスト」と呼ばれて

いるが、新しい価値を受容し承認した結果のバラ

ンスが取れない時、つまり消費した認知コストに

結果が伴わない時に強いストレスを感じるとされ

ている。人間は、こうしたストレスを回避するた

めに、新しい価値を受容すること自体を極力回避

しようとする、「保守的な傾向」にあり、分かりや

すく、一目瞭然なデザインを好むのは「認知コス

ト」が低いものを好むからだとも言い換えられる。 

市民プラザで行われる多数の自主事業の多くは、

その場（舞台）でしか体験できない「無形のサー

ビス」であり、認知コストという点で考えると、

非常に不確かで分かりにくい「避けたくなる」も

のであると言えるだろう。チラシづくりから、関

連企画の実施、さらには劇場や俳優、アーティス

トや劇団のブランドといったものは、「認知コスト」

の軽減化を図るための工夫と言い換えることもで
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きる。 

当館における広報においては、このような人間

本来の性質と舞台芸術という特性を念頭に置き、

分かりやすいデザインのチラシや広報物の配置を

実施することで「認知コスト」の軽減化を図り、

自然でストレスなく情報に触れる事の出来る環境

づくりを意識していかなくてはならない。 

 

３�広報対象とイノベーター理論 

次に、当館の主な広報の対象である来館者につ

いて着目する。１９６２年にロジャーズによって

提唱された「イノベーター理論」によれば、新し

いものを真っ先に取り入れるイノベーター(革新

者)は人口の２.５％程度であるとされている。次

に、流行に敏感で、情報収集も積極的に行って自

ら進んで購入するオピニオンリーダーたるアーリ

ーアダプター(初期採用者)は市場の１３.５％で

あるとしている。物事の一般的な普及とは、この

二つの階層を足した１６％（キャズム）を越えて

から始まるとしており、日本においては 1000 万人

の普及がなければ、一般に普及したとは言えない

こととなる。 

日本における舞台芸術において、クラシック愛

好者は人口の１％と言われており、これに演劇愛

好者を足すとおよそ２.５%のイノベーターと一致

するとされている。このことは、舞台芸術がアー

リーアダプター層の開発に至らない、一般的に普

及していない段階であるという事実を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当館の来館者に着目すると、文化施設であるた

め、先進的な芸術愛好家という「イノベーター層」

「アーリーアダプター層」は訪れやすい傾向にあ

る。また、ボランティアや地域コミュニティの活

性化の拠点であるという他の文化施設にない特性

を備えていることから、ボランティアやコミュニ

ティ活動に積極的な「イノベーター層」「アーリー

アダプター層」も加わると言える。当館は、いわ

ば「芸術文化からボランティア、地域コミュニテ

ィといった幅広いジャンルでのイノベーターやア

ーリーアダプターの集う」施設であるといえる。 

来館者の中のこうした「イノベーターやアーリ

ーアダプター層」を主要な広報対象に設定し、館

内を中心に広報を行うことは、ピンポイントにア

ーリーマジョリティへの口コミ等による普及を狙

うという点で非常に有効である。 

 

��広報計画の実施 

広報計画を実施するにあたり、館内に存在する

公共スペースに着目した。来館者が行き交い、市

民がくつろぐことの多い 1 階エントランス、多く

の人が利用するエレベーター、利用率の高い会議

室が集中する 4 階のロビーや廊下などを重点的な

計画実施エリアと想定し、計画を立案した。 

またそれぞれの計画の基本姿勢には、「分かりや

すく」「見やすい」ことを重視し、認知コストの低

いデザイン設計で、広報を実施した。 

 

（�）1 階ロビーイン��メーション液晶モニター

の活用 

 大型液晶モニターを導入し、情報を視覚的に表

示できるように改良を行った。貸館の催事表示だ

けではなく、自主事業ＰＲ、出演者の紹介映像や

ＢＧＭ再生を行い、来館者の目に触れるようにし

た。遠隔で操作できるように小型ＰＣを背面に設

置し、細やかに情報表示できるように工夫してい

る。ＤＶＤなどメディアの再生も行う外部端子も

備えており、足を止めて見つめている来館者の姿

を多くみるようになった。 

 

 

 

 

 

 

図１ロジャーズのイノベーター理論 分布図 

大型液晶モニター 

 

���スムーズなチケット購入 

 インフォメーションカウンター横に、ポスター

掲示板付自立スタンドを設置し、現在取り扱いし

ているチケットを分かりやすく表示した。呼び出

しテレビ電話が近くにあることで、スムーズな購

入ができる環境を整えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

���情報コーナーの�� 

 壁面に大型掲示版を設置し、ポスターの掲示エ

リアを増設した。次に雑然とした印象のあったチ

ラシ置き場を 5 つにエリア分けし、来館者の興味

のある情報を入手しやすいように工夫した。配置

する際も日付順や同じ施設や組織のものがまとま

るように、配置ルールを設けた。チラシ在庫管理

をパソコンで行い、在庫や配置しきれないチラシ

ストックを増設した。チラシ撤去にはパソコン上

での共有カレンダーを使い、撤去日を意識づける

ように工夫した。チラシラックにキャスターをつ

けることで、チラシコーナー自体のレイアウト変

更を自在にし、催事によって目に入るレイアウト

を可能にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

���エレベーター内の�報 

エレベーター内は、移動時間のわずかな時間で

はあるが、必ず目に留まるスペースが多く、この

空間を活かした自主事業の告知を行った。 

 単純な告知ではなく、催しの情報をすぐに持っ

て帰れるようにチラシを合わせて設置したり、「開

催まであと 1カ月」「完売」など、細かな情報アナ

ウンスを行うことで、来館者が詳細を調べたりせ

ずに情報を知ることができる工夫を行った。装飾

などにも、こだわって来館者と対話するようなス

ペースづくりを心掛けた。 

 

ポスター掲示板付自立スタンド 

呼び出しテレビ電話付近の掲示 

チラシコーナー 

ポスターの掲示エリア 

チラシコーナー自体のレイアウト 
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���小さな��スペースを活かした���み 

 地階から 4 階までの小さな壁面スペースを効果

的に活かしたポスター設置やチラシ配置を行った。

練習室のみにしか向かわない来館者や 3 階の活動

センターにしか訪れない来館者を念頭に置き、死

角のない設置を心掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベーター内の広報(1) 

エレベーター内の広報(3) 

 

館内の掲示(2) 

館内の掲示(4) 

館内の掲示(1) 

館内の掲示(3) 

エレベーター内の広報(2) 

 

５�実践後の変化 

こうした広報活動の実践を通して、来館者の様

子を観察すると、足を止めてポスターやチラシを

見る姿を多く見かけるようになり、掲示について

の問い合わせなども耳にするようになった。 

また、エレベーター内や館内のチラシの減り具

合から、別の催事で来館された方が、他の行事に

興味をもって情報収集することを、実感すること

ができた。 

常連利用者の中には、当協会が自主事業を行っ

ていたこと自体初めて認識したという人もおり、

当協会の活動を可視化し、分かりやすく伝えると

言う点でも非常に有効だということが分かった。 

自主事業におけるチケットの売り上げに着目す

ると、昨年よりも前売り券の販売が大きく増加し、

その多くが完売という結果から、目に見えて増加

に転じており、広報活動を通して、着実に客層を

開拓してきている結果となった。 

 

【来場者数比較】 

  

 

【売上数比較】      

※比較的対象データのない平成２５年度の新規事業「未就学児の

ための音楽会」も完売、「文化講演会」も２月２５日現在４２０

枚の売り上げがあり、完売を目指して好調な売れ行きである。 

���� 

宮崎市民プラザ館内において実践してきた広報

を通して、最も実感できたのは、来館者の行動の

変化である。足を止め、ポスターを見たり、チラ

シを手にとったり、催事の問い合わせに訪れたり

する光景は、比較データがないことが悔やまれる

が、体感として実践前とは比較にならないほど増

加した。また、チケットの販売状況をスタンドに

表示し、直通電話を設ける工夫により、チケット

を販売する機会も増加した。 

当館の来館者を、文化やコミュニティ活動に興

味関心の高い市民層としたのは、あくまで仮定で

はあったが、自主事業の販売状況の向上といった

結果からすると、大きく外れたものではなかった

と思われる。それは、来館者とその背後にいる潜

在的な来館者を見据えた「口コミ」という可視化

できないが信頼性の高い広報メディアを、有効に

活用できる可能性を感じる結果だと言えるだろう。

館内広報と言っても、その基本的な態度は「来館

者との対話」、「潜在的な来館者との対話」にあり、

設置位置や掲示する文言まで細やかに気を配るこ

とで、コストはかけなくても効果を発揮しうるこ

とにつながるということが、取り組みを通して最

も分かったことであった。 

今後こうした広報手法は、さらにノウハウを蓄

積し、検証や修正を行っていくことで、研鑽を続

けていかなければならない。それは、協会全体の

広報の基礎となり得るものであり、その積み重ね

こそが、宮崎文化振興協会というブランドを確固

たるものとし、市民から高い信頼を集め、協会の

目的を達していくための近道と言えるからである。 
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���小さな��スペースを活かした���み 

 地階から 4 階までの小さな壁面スペースを効果

的に活かしたポスター設置やチラシ配置を行った。

練習室のみにしか向かわない来館者や 3 階の活動

センターにしか訪れない来館者を念頭に置き、死

角のない設置を心掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エレベーター内の広報(1) 

エレベーター内の広報(3) 

 

館内の掲示(2) 

館内の掲示(4) 

館内の掲示(1) 

館内の掲示(3) 

エレベーター内の広報(2) 
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報の基礎、実務手順からメディア対応、危機対

応まで』 日本能率協会マネジメントセンター

 2008 

④ 福満ヒロユキ著『メディアを動かすプレスリ

リースはこうつくる！』 同文館出版 2011 
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研究��の���宮崎市民プラザの西側ホワイエには現在使用されていないスペースがあり、

そのエリアの有効活用と各案内表示と方法を、同じ複合文化施設・多目的施設を視察することで、

来館されるお客様に、使いやすい・親しみのあるホールづくりに生かして行こうと考える。 

 

１�研究の�� 

西側ホワイエの空きスペースの有効活用と

表示の方法により、より使いやすい・不安の

ないホールづくりを目指す。   

 

��研究目的 

(1) ホールホワイエ・エントランスの有効活   

  用 

(2) 館内の表示とその方法について 

 

��研究の方法 

 複合文化施設及び多目的施設への視察 

 ・埼玉県さいたま市 

   彩の国さいたま芸術劇場 （視察） 

・東京都 北区 

   北とぴあ （視察） 

 

��研究�� 

＊彩の国さいたま芸術劇場 

 彩の国さいたま芸術劇場は、大ホール・小

ホール・音楽ホール・映像ホール等の施設を

有するだけに館内の表示の見せ方とクオリテ

ィーを感じた。 

数百メートル前からそれが劇場とわかる四方 

に垂れ幕を吊らす事が出来るモニュメント塔、

正面玄関に通じる間には、いくつかの円柱の

内部にはポスターが貼られ、館内はロトンダ

（円形の建物や広場のこと）を中心に各ホー

ルへ一同会してそれぞれのホールに向かう動

線が考えられる。 

他に、大きな特徴としてガレリア（ガラス

屋根の通路のこと）や総合インフォメーショ

ンおよび事務所、稽古場や音楽ホール・小ホ

ールの楽屋口にある長い通路で、幅５ｍ、長

さ１００ｍあり、自然採光も十分な空間で、

両方の壁は展示スペースにもなっています。

その他に、舞台芸術資料室・レストラン・カ

フェも併設しており区民に対してそれぞれの

時間の過ごし方と空間の場を提供しているよ

うである。 

 

＊北とぴあ  

北とぴあは、７つの多目的ホール、会議室、

研究室、展示ホール、音楽スタジオ、多目的

ルーム、プラネタリウム、トレイニングルー

ム、産業情報センター＆消費生活センター等、
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